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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年6月26日(2008.6.26)

【公表番号】特表2003-533560(P2003-533560A)
【公表日】平成15年11月11日(2003.11.11)
【出願番号】特願2001-585209(P2001-585209)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  85/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  85/00    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＥＺ　
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｂ
   Ｃ０８Ｌ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月8日(2008.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　一般式（１）の繰り返し単位を有する共有結合性およびイオン結合性
架橋高分子、
　　【化１】

式中Ｑは結合、酸素、硫黄、
　　【化２】

であり、Ｒ基は芳香族または複素環式芳香族化合物の二価の基であり、
　ａ）Ｒ基は一般式（４Ａ）、（４Ｂ）、（４Ｃ）、（４Ｄ）、（４Ｅ）、（４Ｆ）、（
４Ｇ）および／または（４Ｈ）の置換基を少なくとも一部に有し、
　　【化３】
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式中、Ｒ１基は互いに独立して結合または１～４０の炭素原子を含む基で、好ましくは分
岐状もしくは直鎖状アルキル基またはシクロアルキル基、またはアルキル化されていても
よいアリール基であり、
　Ｍは水素、金属カチオン、好ましくはＬｉ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｒｂ＋、Ｃｓ＋、または
アルキル化されていてもよいアンモニウムイオンであり、
　Ｘはハロゲンまたはアルキル化されていてもよいアミノ基であり、
　ｂ）Ｒ基は一般式（５Ａ）および／または（５Ｂ）の置換基を少なくとも一部に有し、
　　【化４】
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式中、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は互いに独立して１～４０の炭素原子を含む基であり
、好ましくは分岐状もしくは直鎖状アルキル基またはシクロアルキル基、またはアルキル
化されていてもよいアリール基であり、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４基の少なくとも二つは閉環
して任意の芳香環を形成していてもよく、および／またはＲ基は少なくとも一部が一般式
（５Ｃ）および／または（５Ｄ）の基であり、
　　【化５】

および、
　ｃ）Ｒ基は少なくとも一般式（６）の架橋を一部に有し、
　　【化６】

該架橋は、少なくとも二つのＲ基を互いに接合させ、Ｙは１～４０の炭素原子を有する基
で、好ましくは分岐状もしくは直鎖状のアルキル基またはシクロアルキル基、またはアル
キル化されていてもよいアリール基であり、
　Ｚはヒドロキシル基、一般式（７）の基、
　　【化７】

または任意成分Ｈ、Ｃ、Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｐ、もしくはハロゲン原子からなる、２０ｇ／ｍｏ
ｌより大きい分子量を有する基で、また
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ｍは２またはそれより大きい整数であることを特徴とする。
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